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原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
広
島
デ
ー
の
フ
ィ
ナ
ー
レ

千
羽
鶴
を
持
っ
て
い
る
の
が
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
平
和
活
動
家
コ
ラ
ソ
ン
さ
ん

原
水
爆
禁
止
2
0
2
4
世
界
大
会

に
参
加
し
て

8
月
4
日
̃
6
日
、
広
島
で
開
か
れ

た
世
界
大
会
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
に
参
加

し
ま
し
た
。
ヒ
ロ
シ
マ
デ
ー
の
あ
と
の

「
女
性
平
和
基
金
2
5
周
年
の
つ
ど

い
」
に
参
加
す
る
の
が
2
つ
目
の
目
的

で
し
た
。

今
年
の
招
待
者
は
ス
ペ
イ
ン
核
軍

縮
同
盟
・
コ
ー
デ
ィ
ネ
タ
ー
の
マ
リ
ベ

ル
・
サ
ン
チ
ェ
ス
さ
ん
で
し
た
。
こ
の

「
女
性
平
和
基
金
」
は
レ
イ
ラ
化
粧
品

一
個
に
つ
き
、
一
円
を
カ
ン
パ
と
し
て

集
め
ら
れ
た
お
金
を
基
金
と
し
て
、
世

界
で
平
和
活
動
を
し
て
い
る
女
性
に

贈
る
も
の
で
、
今
年
2
5
年
目
に
あ
た

り
ま
す
。

マ
リ
ベ
ル
さ
ん
は
婦
人
国
際
平
和

自
由
連
盟
一
W
-
」
P
F
一
ス
ペ
イ
ン

支
部
会
員
。
人
権
・
軍
縮
・
平
和
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ズ
ム
を
テ
ー
マ
と
す
る
ジ
ャ

ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
、
女
性
と
平
和
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
や
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
と
核

兵
器
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
執
筆
し

て
い
ま
す
。
私
の
印
象
と
し
て
、
な
ん

と
も
笑
顔
の
す
て
き
な
女
性
で
し
た
。

そ
ば
に
寄
り
声
を
か
け
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
は
残
念
で
し
た
。

西
野
敬
意

コ
ラ
ソ
ン
さ
ん
に
は
近
寄
っ
て

「
A
A
し
A
の
西
野
で
す
。
」
と
肩

を
組
む
ば
か
り
に
声
を
か
け
ま
し

た
。コ

ラ
ソ
ン
さ
ん
は
「
オ
ゥ
I
」
と

答
え
て
だ
き
し
め
て
く
れ
ま
し
た
。

マ
リ
ベ
ル
さ
ん
は
、
「
世
界
大
会

に
来
た
こ
と
は
決
意
を
確
か
め
る
も

の
と
な
っ
た
。
他
の
人
を
思
い
や
る

こ
と
で
日
本
で
も
シ
ス
タ
ー
フ
ツ
ド

で
結
び
つ
い
て
い
る
。
会
員
に
伝
え

ま
す
。
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
そ
れ

は
参
加
し
た
私
に
も
言
え
る
こ
と

で
、
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

平
和
行
進
の
時
に
バ
ト
ン
の
よ
う

に
持
ち
続
け
て
き
た
ペ
ナ
ン
ト
を
高

ら
か
に
か
か
げ
た
会
場
の
皆
の
顔
に

平
和
を
守
る
決
意
が
感
じ
ら
れ
、
す

ぼ
ら
し
い
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
し
た
。

な
お
、
こ
の
人
混
み
の
中
で
、
昨

年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
ツ
ア
ー
で
ご
一
緒
一

し
た
宮
城
A
A
」
A
の
小
林
さ
ん
と

佐
藤
真
弓
さ
ん
に
会
え
た
の
は
、
暑

さ
を
忘
れ
る
ほ
ど
う
れ
し
い
こ
と
で

し
た
。
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去
る
7
月
2
〇
日
、
大
阪
A
A
」
A
事
務
所
に
て
大
阪
安
保

事
務
局
長
の
守
山
禎
三
さ
ん
一
大
阪
A
A
」
A
会
員
)
を
講
師
に

お
招
き
し
、
1
 
1
名
の
参
加
を
え
て
開
催
し
ま
し
た
。
「
日
米
安

保
」
の
詳
し
い
歴
史
と
そ
の
内
容
を
掘
り
下
げ
た
深
ま
り
の
あ

る
お
話
で
し
た
が
、
熱
を
帯
び
て
予
定
を
十
時
間
近
く
も
超
え

て
し
ま
い
ま
し
た
。

講
師
の
守
山
さ
ん
は
「
一
つ
の
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
の
、

意
見
や
質
問
も
た
く
さ
ん
出
さ
れ
て
、
こ
の
よ
う
な
手
作
り
の

学
習
会
も
大
変
い
い
も
の
で
す
ね
。
」
と
大
い
に
気
に
入
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

以
下
は
守
山
さ
ん
の
お
話
の
要
約
で
す
。

1
.
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
と
は
?

2
0
2
2
年
「
月
号
雑
誌
「
祖

国
と
青
年
」
で
の
安
倍
元
首
相
が

述
べ
た
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
と
い

う
言
葉
が
使
わ
れ
ま
す
が
、
こ
の

表
現
は
適
切
で
は
な
い
‥
敵
基

地
だ
け
に
限
定
せ
ず
、
『
抑
止
力
』

と
し
て
打
撃
力
を
も
っ
こ
と
・
・

米
国
の
場
合
は
、
ミ
サ
イ
ル
防
衛

に
よ
っ
て
米
国
本
土
は
守
れ
る

け
れ
ど
も
、
一
方
で
反
撃
能
力
に

よ
っ
て
相
手
を
戯
滅
す
る
。
こ
の

後
者
こ
そ
が
『
抑
止
力
』
な
の
で

す
」
と
「
敵
基
地
攻
撃
能
力
」
の

ホ
ン
ネ
を
明
か
し
て
い
る
。

2
」
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
」

と
「
戦
争
す
る
国
」
へ
!

(
「
)
諸
悪
の
根
源
「
日
米
安
保

条
約
」

朝
鮮
戦
争
が
始
ま
る
直
前
の

1
9
5
〇
年
6
月
下
旬
、
旧

安
保
条
約
の
交
渉
を
米
国
側

で
主
導
し
た
国
務
長
官
特
別

顧
問
・
ダ
レ
ス
と
連
合
国
軍

最
高
司
令
官
・
マ
ッ
カ
ー
サ

ー
が
ま
と
め
た
「
対
日
講
和

の
条
件
」
に
は
「
日
本
の
地

域
が
ア
メ
リ
カ
の
防
衛
作
戦

の
た
め
の
潜
在
的
な
基
地
と

見
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

無
制
限
の
自
由
が
防
衛
力
を

行
使
す
る
米
軍
司
令
官
に
与

え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
記
さ
れ
て
い
て
、
さ
ら
に

同
年
8
月
、
ブ
ラ
ッ
ド
レ
ー

統
合
参
謀
本
部
議
長
は
「
米

国
は
中
立
、
非
武
装
の
日
本

に
存
在
し
て
い
る
真
空
状
態

を
埋
め
る
こ
と
を
い
つ
ま
で

も
続
け
る
立
場
に
な
い
。
反

対
に
世
界
戦
争
が
起
き
た
時
、

米
国
が
日
本
の
戦
力
を
活
用

で
き
る
こ
と
が
米
国
の
戦
略

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
で
あ

り
、
あ
そ
ら
く
世
界
戦
争
で
最

終
的
に
よ
い
結
果
を
も
た
ら

す
」
と
言
及
し
、
米
国
は
日
本

に
警
察
予
備
隊
の
創
設
を
命

令
し
た
時
(
1
9
5
〇
年
8
月
)

か
ら
、
米
国
に
よ
る
植
民
地
的
支

配
を
継
続
し
た
ま
ま
で
、
日
本
の

戦
力
を
利
用
し
よ
う
と
し
て
い

た
。(

2
)
日
米
安
保
条
約
の
発
効
と

日
本
国
の
主
権
放
棄
の
密

約
1
9
5
2
年
4
月
2
8
日
サ

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
と

同
時
に
日
本
と
ア
メ
リ
カ
合
衆

国
と
の
間
の
安
全
保
障
条
約
(
日

米
安
保
条
約
)
が
発
効
し
、
そ
の

第
「
条
に
「
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の

陸
軍
、
空
軍
及
び
海
軍
を
日
本
国

内
及
び
そ
の
附
近
に
配
備
す
る

権
利
を
、
日
本
国
は
許
与
し
、
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
は
こ
れ
を
受
講

す
る
。

こ
の
軍
隊
は
極
東
に
お
け
る
国

際
の
平
和
と
安
全
の
維
持
に
寄

与
し
、
・
・
・
」
と
し
て
、
日
本

に
は
米
国
に
基
地
を
提
供
す
る

義
務
が
か
せ
ら
れ
た
が
、
米
国
が

日
本
を
防
衛
す
る
義
務
は
明
記

さ
れ
て
い
な
い
。

し
か
も
、
す
で
に
そ
の
時
「
指

揮
権
密
約
」
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
1
9
5
1
年
1
2
月
、
日

米
行
政
協
定
草
案
は
、
「
有
事

に
統
合
司
令
部
を
設
置
し
、
指

揮
権
は
米
側
が
行
使
す
る
」
と

の
草
案
が
示
さ
れ
た
と
き
、
当

時
の
岡
崎
勝
男
外
相
は
「
憲
法

9
条
の
下
で
は
第
3
国
に
対

す
る
交
戦
行
為
に
参
加
を
予

見
す
る
協
定
、
ま
た
は
そ
の
よ

う
な
解
釈
の
余
地
を
残
す
協

定
を
外
国
政
府
と
結
び
こ
と

は
不
可
能
」
と
拒
ん
だ
が
、
同

時
に
「
現
実
に
緊
急
事
態
が
発

生
し
た
場
合
、
か
よ
う
な
措
置

が
取
ら
れ
る
こ
と
に
依
存
は

な
い
」
と
の
見
解
を
示
し
、
協

定
に
は
「
統
合
司
令
部
」
は
明

記
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
「
密
約
」

が
交
わ
さ
れ
て
い
た
。
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1
9
5
2
年
7
月
2
6
日
、

ク
ラ
ー
ク
米
国
極
東
軍
司
令
官

が
、
米
国
統
合
参
謀
本
部
に
送

っ
た
電
文
に
「
7
月
2
3
日
の

夕
方
、
吉
田
氏
、
岡
崎
氏
、
マ

ー
フ
ィ
ー
駐
日
大
使
と
自
宅
で

夕
食
を
共
に
し
た
後
、
会
談
し

た
。
私
は
米
国
政
府
が
有
事
の

際
、
軍
隊
の
投
入
に
当
た
り
指

揮
権
の
関
係
に
つ
い
て
、
日
本

政
府
と
の
間
に
明
確
な
了
解
が

不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
る

理
由
を
、
あ
る
程
度
詳
細
に
示

し
た
。
吉
田
氏
は
す
ぐ
に
、
有

事
の
際
に
単
一
の
司
令
官
は
不

可
欠
で
あ
り
、
現
状
で
は
そ
の

司
令
官
は
合
衆
国
に
よ
っ
て
任

命
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
に

同
意
し
、
同
氏
は
続
け
て
、
こ

の
合
意
は
日
本
国
民
に
与
え
る

政
治
的
衝
撃
を
考
え
る
と
、
当

分
の
間
秘
密
に
さ
れ
る
べ
き
で

あ
る
と
の
考
え
を
示
し
、
マ
ー

フ
ィ
ー
と
私
は
そ
の
意
見
に
同

意
し
た
」
と
報
告
。

拡
と
戦
争
す
る
国
」

へ
と
大
変

貌
を
遂
げ
て
い
く
日
本
の
姿

は
、
1
9
5
2
年

「
日
米
安

保
」
発
効
の
と
き
か
ら
既
に
そ

の
下
地
が
つ
く
ら
れ
て
い
た
の

で
す
。
し
か
も
国
会
審
議
に
も

か
け
ず
、
国
民
に
は
秘
密
に
、

密
約
に
よ
る
「
日
本
国
主
権
の

放
棄
」
と
も
言
え
る
屈
辱
的
な

条
約
で
し
た
。

吉
田
氏
と
は
当
時
の
吉
田
茂

首
相
で
す
が
、
2
0
2
4
年
の

今
日
に
至
る

「
米
国
い
い
な

り
」
で
、
自
国
の
主
権
す
ら
主

張
で
き
ず
、
ひ
た
す
ら
「
大
軍

(
3
)
自
衛
隊
創
設

1
9
5
4
年
7
月
「
日
、
自

衛
隊
が
創
設
さ
れ
た
。

(
4
)
現
行
の
「
日
米
安
保
条

約
」
が
発
効

1
9
6
〇
年
6
月
2
3
日
、

改
定
さ
れ
た
現
行
の
「
日
本
国

と
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
の
間
の

相
互
協
力
及
び
安
全
障
条
約
」

が
発
効
し
た
。

こ
の
改
定
さ
れ
た
条
約
の
目

的
は

「
日
本
国
の
安
全
の
維

持
」
と
「
極
東
に
お
け
る
国
際

の
平
和
及
び
安
全
の
維
持
」
と

さ
れ
、
当
時
の
岸
首
相
は
あ
く

ま
で
前
者
が
「
主
た
る
目
的
」

で
あ
り
、
在
日
米
軍
の
中
心
的

な
任
務
を
「
日
本
防
衛
」
と
説

明
し
て
い
た
が
実
態
は
違
っ
て

い
た
。
条
約
名
称
に

「
相
互
協

力
」

の
文
言
が
新
た
に
加
わ
っ

た
こ
と
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、

第
5
条
に
「
日
米
共
同
作
戦
条

項
」
が
追
加
さ
れ
「
指
揮
権
」

は
避
け
ら
れ
な
い
課
題
と
な

り
、
「
主
た
る
目
的
」
が
「
日
本

防
衛
」

で
な
く
「
極
東
に
お
け

る
米
国
の
覇
権
」
が
見
え
て
き

た
と
言
え
る
。

さ
ら
に
こ
の
時
、
核
兵
器
搭

載
の
米
軍
艦
船
や
航
空
機
の
一

時
立
寄
り
は
事
前
協
議
の
対
象

外
と
す
る
こ
と
や
、
日
本
へ
の

核
兵
器
配
備
に
つ
い
て
も
「
密

約
」
が
交
わ
さ
れ
、
今
も
こ
の

「
核
密
約
」
が
有
効
で
あ
る
と

い
う
重
大
問
題
を
引
き
ず
っ
て

い
る
。

(
5
)
自
衛
隊
に
よ
る
「
三
矢

研
究
」

1
9
6
3
年
、
「
昭
和
3
8
年

度
に
お
い
て
朝
鮮
半
島
に
武
力

紛
争
が
生
起
し
、
こ
れ
が
我
が

国
に
波
及
す
る
場
合
を
設
定

し
、
自
衛
隊
の
統
合
幕
僚
会
議

が
本
格
的
な
有
事
研
究
を
極
秘

で
行
っ
て
い
た
。

(
6
)
日
米
共
同
作
戦
計
画

1
9
6
3
年
、
「
フ
ラ
イ
ン
グ

i
ド
ラ
ゴ
ン
」
と
命
名
の
日
米

共
同
作
戦
計
画
の
策
定
へ
の

「
了
解
覚
書
」

が
暴
露
さ
れ

る
。(

7
)
日
米
共
同
作
戦
が
始
ま
る

1
9
7
8
年
、
日
米
安
保
第

5
条
に
基
づ
く
「
防
衛
協
力
」

と
し
て

「
日
米
防
衛
協
力
の
指

針
」
(
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
)

で
、
米

国
が
起
こ
す
「
極
東
有
事
」
に

自
衛
隊
が
出
動
で
き
る
枠
組
み

が
求
め
ら
れ
た
。
米
軍
と
自
衛

隊
は
「
矛
と
盾
」

に
例
え
、
自

衛
隊
は
「
日
本
防
衛
の
盾
」

で

は
な
く
「
ア
メ
リ
カ
の
槍
を
支

援
す
る
た
め
盾
」
を
求
め
ら
れ

た
。(

8
)
日
本
に
軍
事
的
役
割
が
初

め
て
も
と
め
ら
れ
る

1
9
8
1
年
、
「
力
に
よ
る
平

和
」
を
掲
げ
て
当
選
し
た
リ
ー

ガ
ン
大
統
領
は
「
グ
ア
ム
以

西
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
以
北
の
海
域

防
衛
を
日
本
が
担
う
」
よ
う
要

求
し
、
さ
ら
に
日
本
に
対
し
て

ソ
連
艦
隊
が
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
と

日
本
海
か
ら
太
平
洋
へ
の
出
口

を
遮
る
「
ソ
連
封
じ
込
め
」
の

役
割
、
す
な
わ
ち
「
シ
ー
レ
ー

ン
防
衛
」
を
担
う
こ
と
を
求
め

た
。(

9
)
米
国
の
露
骨
な
軍
備
増

強
要
求

1
9
8
1
年
6
月
、
米
国
ウ

エ
ス
ト
国
防
次
官
補
は
「
今
や

時
代
お
く
れ
、
あ
の
計
画
は
貴

国
の
安
全
に
必
要
な
も
の
に
遥

か
に
及
ば
な
い
」
と
し
て
、
1

9
7
6
年
に
日
本
政
府
が
閣
議

決
定
し
た
「
防
衛
力
整
備
の
基

本
計
画
」

の
大
幅
上
方
修
正
を

要
求
し
、
日
本
の
主
権
を
無
視

し
5
年
以
内
に
実
施
す
る
よ
う

迫
る
。

3
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台
湾
映
画

「
流
麻
溝
十

号
」

と
白
色
テ
ロ

8
月
初
め
に
こ
の
映
画
を
見

ま
し
た
。
5
月
、
日
本
A
A
」

A
7
0
周
年
企
画
で
初
め
て

台
湾
を
訪
れ
た
こ
と
を
き
っ

か
け
に
、
丁
V
や
新
聞
記
事

で
「
台
湾
」
の
文
字
を
見
れ
ば

飛
び
つ
い
て
し
ま
っ
て
い
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
こ
の
映
画

を
見
て
、
短
い
期
間
で
し
た

が
、
台
湾
訪
問
で
つ
か
ん

だ
、
人
権
を
大
事
に
す
る
台

湾
と
い
う
印
象
が
よ
り
確
か

に
な
り
ま
し
た
。

台
湾
の
訪
問
記
は
会
員
の

楠
田
る
み
さ
ん
が
、
大
阪
A

A
」
A
機
関
6
1
7
に
台

湾
"
金
門
島
「
平
和
の
た
め

の
市
民
交
流
の
旅
」
を
寄
稿

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
映
画
の
広
告
ビ
ラ
の

表
に
は

「
1
9
5
3
年
、
あ

ら
ゆ
る
自
由
が
制
限
さ
れ
て

い
た
白
色
テ
ロ
の
時
代
の
台

湾
で
、
語
る
こ
と
を
あ
き
ら

め
な
か
っ
た
彼
女
た
ち
の
物

語
」

と
あ
り
ま
す
。
タ
イ
ト

ル
の

「
流
麻
溝
十
五
号
」
と

は
、
収
容
施
設
の
住
所
で

す
。1

9
5
3
年
は
私
の
生
ま

れ
た
年
、
日
本
の
ア
ジ
ア
・

太
平
洋
戦
争
終
結
か
ら
8

年
、
日
本
の
統
治
が
終
わ
っ

た
台
湾
で
は
、
蒋
介
石
国
民

党
の
こ
ん
な
人
権
侵
害
が
行

わ
れ
、
1
9
8
7
年
ま
で
3
8

年
間
も
戒
厳
令
が
敷
か
れ
て

い
た
の
で
す
。

英
語
の
題
は
"

U
吉
〇
一
d

工
の
「

S
十
〇
〇
y
“
と
な
っ
て
い

ま
す
。
あ
ま
り
語
ら
れ
る
こ

と
が
な
か
っ
た
歴
史
だ
っ
た

の
で
し
ょ
う
か
。

私
自
身
、
今
回
台
湾
を
訪

れ
、
学
校
の
歴
史
の
教
科
書

で
習
わ
な
か
っ
た
圧
制
に
抗

す
る
国
民
の
た
た
か
い
の
歴

史
を
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

映
画
の
中
で
は
、
北
京
語
、

台
湾
語
の
ほ
か
に
日
本
語
の

セ
リ
フ
も
出
て
き
て
、
幸
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

白
色
テ
ロ

(
白
色
恐
怖
)

と
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
時
に

起
源
を
有
す
る
語
で
、
右
派

が
強
権
的
手
段
で
も
っ
て
左

派
を
鎮
圧
す
る
こ
と
で
あ
り
、

戦
後
台
湾
で
は
左
派
分
子
に
対

し
、
密
告
や
共
産
ス
パ
イ
容
疑

な
ど
で
捕
ら
え
ら
れ
、
冤
罪
で

処
刑
さ
れ
た
者
も
多
数
い
た
そ

う
で
す
。
女
性
監
督
に
よ
る
こ

の
作
品
は
、
3
人
の
女
性
「
政
治

犯
」
が
主
人
公
で
、
連
行
さ
れ

た
台
湾
の
離
島
緑
島
の
収
容
施

設
を
舞
台
で
す
。
名
前
を
奪
わ

れ
て
、
番
号
が
与
え
ら
れ
、
囚

人
と
し
て
監
禁
、
重
労
働
、

様
々
な
手
を
使
っ
て
の
思
想
改

造
と
再
教
育
を
強
要
さ
れ
ま

す
。
3
人
の
女
性
の
個
性
が
豊

か
に
描
か
れ
、
命
が
け
で
そ
れ

ぞ
れ
が
自
分
ら
し
く
、
勇
敢
に
、

あ
き
ら
め
ず
に
己
を
貫
く
姿
に

胸
を
う
た
れ
ま
す
。

時
の
国
家
体
制
に
相
反
す
る

思
想
を
も
つ
こ
と
自
体
が
、
罪

と
さ
れ
る
暗
黒
の
時
代
を
繰
り

返
し
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
世
界

で
起
き
て
い
る
、
戦
争
や
紛
争
、

内
戦
、
日
本
国
内
の

「
戦
争
す

る
国
づ
く
り
」
や
人
権
侵
害
を

み
る
に
つ
け
、
多
大
な
犠
牲
の
上

に
立
っ
た
歴
史
の
教
訓
を
絶
対

に
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。
今
ほ
ど
国
連
憲
章
"
国
際

法
や
日
本
国
憲
法
の
遵
守
が
強

く
求
め
ら
れ
る
時
は
な
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

料
亭
招
ヾ
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初
め
に
予
備
知
識
と
し
て
‥

世界の国から 1 台湾 人権問題について

戒
厳
令
・
・
・
-
q
4
q
年
か
ら

I
q
8
7
年
ま
で
の
3
8

年
間
。
全
世
界
の
中
で
一

番
長
い
戒
厳
令
。
軍
と
国

民
党
に
よ
る
支
配
が
続

い
た
。

白
色
テ
ロ
…
戒
厳
令
下
に

お
け
る
、
国
民
党
政
権
に

よ
る
政
治
弾
圧
。

昨
年
の
夏
、
旅
行
で
台
北
を

ぶ
ら
つ
い
て
い
た
時
、
蒋
介
石

(
蒋
中
正
)

を
た
た
え
る
施
設

で
あ
る

「
中
正
祈
念
堂
」

へ
何

気
な
く
行
っ
て
み
た
。
建
物
最

上
階
に
あ
る
蒋
介
石
の
席
座
像

と
「
儀
佼
隊
交
代
式
」
(
2
4
年

7
月
1
4
日
で
終
了
)

を
見
た

後
、
暑
す
ぎ
る
の
で
階
下
へ
避

難
。

そ
こ
に
『
自
由
の
魂
<
S
.
独

裁
者

台
湾
に
お
け
る
言
論

の
自
由
へ
の
道
』
の
文
字
が
あ

っ
た
。
何
の
こ
と
か
分
か
ら
な

か
っ
た
が
、
テ
ー
マ
に
惹
か
れ

日
本
語
の
オ
ー
デ
ィ
オ
ガ
イ

ド
を
手
に
の
ぞ
い
て
見
た
。
そ

こ
で
初
め
て
台
湾
の
戒
厳
令

と
白
色
テ
ロ
の
こ
と
を
知
っ

た
。
3
8
年
間
に
渡
る
戒
厳
令

下
で
、
台
湾
の
民
衆
が
ひ
ど
い

弾
圧
を
受
け
な
が
ら
も
「
自
由

と
民
主
主
義
」
を
か
ち
と
る
た

め
に
闘
っ
た
歴
史
が
あ
っ
た

の
だ
。
全
く
知
ら
な
か
っ
た
。

ま
た
、
蒋
介
石
を
た
た
え
る
建

物
の
中
で
、
蒋
介
石
の
民
衆
弾

圧
と
そ
れ
へ
の
抵
抗
の
歴
史

を
テ
ー
マ
に
し
た
常
設
展
を

や
っ
て
い
る
こ
と
に
も
驚
い

た
。台

湾
で
は
、
戒
厳
令
下
の
こ

の
時
代
を
「
白
色
恐
怖
(
白
色

テ
ロ
)
の
時
代
」
と
呼
ぶ
そ
う

だ
。
白
色
テ
ロ
で
、
1
4
万
人

程
が
投
獄
さ
れ
、
そ
の
う
ち
3

̃
4
千
人
が
処
刑
さ
れ
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。
検
挙
の
主
な

対
象
者
は
、
共
産
党
員
と
そ
の

シ
ン
パ
、
反
体
制
派
で
あ
っ
た

が
、
そ
れ
ら
と
は
全
く
関
係
の

な
い
人
々
も
大
量
に
検
挙
さ

れ
、
拷
問
、
非
人
道
的
な
拘
束
、

裁
判
を
受
け
た
と
い
う
。
自
由

と
民
主
主
義
を
求
め
る
こ
と

が
罪
に
な
る
時
代
だ
っ
た
。

先
日
、
台
北
に
あ
る
「
国
家

人
権
博
物
館
」

を
訪
問
し
た
。

こ
の
博
物
館
の
建
物
は
か
つ

て
、
「
軍
法
処
・
看
守
所
」

と

し
て
使
わ
れ
て
い
た
。
白
色
テ

ロ
の
被
害
者
で
あ
る

「
政
治

犯
」

の
拘
束
・
取
り
調
べ
・
起

訴
・
裁
判
・
監
禁
・
処
刑
を
行

っ
て
い
た
場
所
で
あ
る
。
こ
こ

で
軍
事
裁
判
が
行
わ
れ
、
死
刑

を
宣
告
さ
れ
た
人
は
、
す
ぐ
に

銃
殺
さ
れ
た
そ
う
だ
。
こ
の
博

物
館
の
中
に
は
、
当
時
の
軍
事

法
廷
や
監
獄
、
面
会
室
、
作
業

場
な
ど
自
由
に
見
学
で
き
る

場
所
が
あ
る
。
ま
た
、
兵
舎
跡

は
白
色
テ
ロ
を
学
べ
る
展
示

場
に
な
っ
て
い
る
。

台
湾
で
は
2
0
1
7
年
に
、

「
移
行
期
正
義
促
進
条
例
」
と

い
う
法
律
が
成
立
し
、
様
々
な

「
移
行
期
正
義
」
の
取
り
組
み

が
本
格
化
し
た
。
こ
の

「
国
家

人
権
博
物
館
」
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
。
「
移
行
期
正
義
」
と
は
、

民
主
主
義
体
制
に
移
行
し
た

政
権
が
、
過
去
の
人
権
侵
害
や

人
権
博
物
館
」
も
そ
の
一
つ
で
あ

る
。
「
移
行
期
正
義
」

と
は
、
民

主
主
義
体
制
に
移
行
し
た
政
権

が
、
過
去
の
人
権
侵
害
や
大
規
模

な
虐
殺
に
つ
い
て
真
相
を
明
ら

か
に
し
た
上
で
、
社
会
の
再
建
を

試
み
る
こ
と
だ
と
い
う
。

台
湾
は
自
国
の
人
権
侵
害
の

負
の
歴
史
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

二
度
と
人
身
の
自
由
を
奪
い
人

権
を
侵
害
す
る
過
ち
を
犯
さ
な

い
よ
う
に
国
家
と
し
て
取
り
組

み
を
す
す
め
て
い
る
。
日
本
に
お

い
て
も
治
安
維
持
法
・
治
安
警
察

法
な
ど
に
よ
っ
て
白
色
テ
ロ
が

行
わ
れ
て
い
た
。
政
府
は
謝
罪
も

賠
償
も
行
っ
て
い
な
い
。
わ
た
し

た
ち
は
台
湾
の
取
り
組
み
か
ら

大
い
に
学
ぶ
必
要
が
あ
る
と
強

く
思
っ
た
。

軍事裁判所

国家人権博物館の入口

監獄での拷問の様子など
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世界の国から 2 チェコ‥世界で一番ビールを飲む国

世界で一番ビールを飲む国はドイツ?いや、実はチェコである。国民一

人当たりの消費量は2位のドイツに大きな差をつけダントツ1位だそう

だ。首都プラハにある老舗の醸造所「ピルスナー・ウルケル」を訪問した。

ここでは誇り高いビールの歴史と伝統を知ることができる。チェコビール

の本格的な醸造は13世紀の修道院に遡る。修道士らが醸造方法を試行錯

誤する中で、ボヘミア地方ザーツで採れるホップが苦みと深み・泡立ちを

生み、さらに保存料にもなるということがわかった。のちにバイエルンか

ら新たな製法(ラガー)がもたらされ、自治都市ピルゼンを中心にビール

造りは大いに発展する。だが近世になり堕落した富裕層が醸造権を得る

と、いい加減な製法で利益を得ようとする者が増え、虫が湧きカどの生え

た粗悪などールが出回ってピルゼンの評判は一気に落ちたという。怒った

ピルゼン市民は1838年、町の広場に粗悪などールの樽を集めて火をつけ

た。そして「良質で安価な最高のビールを作ろう。市民のための醸造所を」

というマニフェストを掲げたという。その醸造権を市民が手にするまでは
闘いの歴史があったのだ。

おおさかAALA読者 武生栖夏

写真は2枚とも1499年創業のビア

ホール(元修道院)

●
第
2
回
常
任
理
事
会

9
月
‖
日

(
水
)

1
4
時
か
ら

A
A
」
A
事
務
所
に
て

理
事
会
報
告

(
8
月
2
 
1
日
開
催
)

①
ベ
ト
ナ
ム
平
和
ツ
ア
I
日

程
決
ま
る

②
青
年
と
の
交
流
を
す
す
め

る
③
地
域
支
部
結
成
に
向
け
て

④
国
際
平
和
署
名
3
千
筆
め

ざ
し
て

●
財
政
支
援
の
た
め
の
と
り

く
み

〇
年
末
に
か
け
て
財
政
支
援

カ
ン
パ
を
呼
び
か
け
る

"
泉
州
タ
オ
ル
の
販
売

(
3
枚
セ
ッ
ト
5
〇
〇
円
)

第40回「AALAカフェ」のご案内

9月22日(日)

午後2:00 - 4:00

場所はAALA事務所(JR玉造駅近く)

園パレスチナ問題を考える山上 俊夫 さん

大阪仏しA会員・府高教退職教職員の会副会長

文化欄 連

川柳
今月は川柳の投稿が

ありませんでしたの

でお休みとさせてい

ただきました。

大阪AA」A
会費月800円(年9,600円) (25才以下は年3'000円) ※入会金500円

*会費の会計年度は毎年4月から翌年の3月です。半期毎に4,800円ずつご入金をお願いします。
へのお誘い *会費の中には機関紙代も含まれています。月初めに大阪松山と日本畑山の機関紙を郵送いたします。
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